
平 成 1 9 年 度 第 7 回 理 事 会 抄 録  
日 時 ： 平 成 2 0 年 2 月 1 6 日 （ 土 ）  1 4： 3 0～ 1 8： 2 0  
場 所 ：（ 社 ） 日 本 作 業 療 法 士 協 会 事 務 所 1 0 階 会 議 室  
出 席：杉 原（ 会 長 ）、中 村、山 根（ 副 会 長 ）、荻 原（ 事 務 局 長 ）、冨 岡 、

古 川、長 尾（ 監 事 ）、岩 瀬、香 山、楜 澤、小 林（ 正 ）、鶴 見、早 川（ 常

務 理 事 ）、 大 熊 、 大 丸 、 小 林 （ 毅 ）、 坂 井 、 澤 田 、 日 垣 、 三 澤 、 山 本

（ 理 事 ）、石 塚（ 部 長 ）、土 井、西 野、近 藤、佐 竹（ 委 員 長 ）、大 瀧（ 士

会 連 絡 協 議 会 長 ）  
Ⅰ .審 議 事 項  
1 .平 成 2 0 年 度 予 算 案 に つ い て （ 石 塚 財 務 部 長 ） 正 会 員 収 入 は 3 万

8 7 0 0 人 を 見 込 み 、 4 億 6 4 4 0 万 円 。 収 入 合 計 5 億 4 4 4 6 万 円 。 支 出

に つ い て 法 人 運 営 費 は 事 務 員 1 名 増 員 な ど に よ り 11 7 5 万 円 増 額 。

学 術 部 は 学 会 時 の 部 活 動 に つ い て の 旅 費 は 支 払 わ な い 原 則 で 旅 費 交

通 費 1 2 6 万 円 減 。養 成 教 育 部 は 教 員 研 修 会 の 予 算 を 要 求 よ り 少 な く

し 、 1 0 9 5 万 6 0 0 0 円 と し た 。生 涯 教 育 部 は 活 動 内 容 が 見 直 さ れ 、当

初 よ り 低 く 押 さ え ら れ た 。U S B メ モ リ は 個 人 情 報 の 管 理 強 化 の た め 、

法 人 運 営 費 で 一 括 購 入 と し た い 。 福 利 部 は 待 遇 調 査 を 「 白 書 」 作 成

時 に 行 う こ と に し た た め 大 幅 減 額 。 事 業 部 は 研 修 会 が 多 い が 、 そ の

ま ま 計 上 。 そ の 他 、 予 算 案 の と お り 。 事 業 部 の 研 修 企 画 に つ い て 、

会 員 向 け の 研 修 が 増 殖 し て い る 現 状 を ど う す べ き か に つ い て ① 研 修

の 評 価 の 仕 方 を 簡 便 に し 、 評 価 の 結 果 を 部 に 戻 し 、 事 業 部 が 意 見 を

言 っ て い く ② 残 し て ほ し い 研 修 会 は 担 当 理 事 が 事 業 部 に 伝 え る ③ 担

当 理 事 が 事 前 に 精 査 し 、 理 事 会 に 上 げ る 等 の 意 見 が 出 さ れ る 。 特 設

の 福 祉 用 具 委 員 会 の 予 算 に つ い て の 意 見 等 、 他 に も 多 く 意 見 が 出 さ

れ た 結 果 、 こ の 予 算 案 を 各 担 当 理 事 が 持 ち 帰 り 、 調 整 す る と い う こ

と で 継 続 審 議 と な る 。 → 継 続 審 議  
2 .第 4 3 回 日 本 作 業 療 法 学 会 （ 福 島 ） の 予 算 案 に つ い て （ 石 塚 財 務

部 長 ）会 費 収 入 3 5 0 0 人 の 正 会 員 を 見 込 み 、協 会 補 助 を 含 め 6 0 6 7 万

5 0 0 0 円 の 予 算 。委 託 費 等 、今 後 補 正 を 組 む こ と に な る が 、総 額 を こ

の 枠 内 で 抑 え る こ と で 承 認 さ れ る 。 → 承 認  
3 .規 約 の 整 備 に つ い て （ 西 野 規 約 委 員 長 ） 1） 新 設 さ れ た 部 ･委 員 会

の 分 掌 事 項（ 定 款 施 行 規 則 第 4 章 ）  生 涯 教 育 部 に つ い て は 研 修 会

種 別 の 名 称 を 現 行 の も の に 修 正 す る こ と 、保 健 福 祉 部 に つ い て は「 福

祉 用 具 適 正 利 用 」 を 今 年 度 の み 残 す こ と で 承 認 。 2） 総 会 委 任 状 の

様 式  自 宅 住 所 で も 可 と す る 旨 の 文 言 を 付 加 す る こ と で 承 認 。 3）

謝 金 規 程 （ 改 定 案 ）  実 情 を 勘 案 す る 旨 の 例 外 規 定 を 設 け 、「 助 教

授 」 を 「 准 教 授 」 に 修 正 す る こ と で 承 認 。 4） 事 例 報 告 登 録 、 同 意

書 及 び 取 扱 に 関 す る 規 程 （ 案 ）   近 々 の 再 改 定 を 含 み 、 承 認 。  
4 .第 4 4 回 日 本 作 業 療 法 学 会 長 及 び 開 催 士 会 候 補 の 推 薦 に つ い て（ 近

藤 学 会 評 議 委 員 長 ） 第 4 4 回 学 会 長 に 佐 藤 善 久 氏 、 開 催 士 会 に 宮 城



県 士 会 を 推 薦 す る 。 → 承 認  
5 .国 家 試 験 問 題 の 正 答 案 作 成 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 養 成 施 設 に

国 家 試 験 問 題 全 問 に 対 す る 回 答 案 を 依 頼 す る 提 案 に 対 し 、 今 回 は 採

点 を 除 外 す べ き と 思 わ れ る 問 題 の 提 出 に と ど め 、 今 後 の 対 応 に つ い

て は 改 め て 検 討 す る 。 → 承 認  
6 .平 成 2 0 年 度 渉 外 活 動 計 画 に つ い て （ 中 村 渉 外 部 長 ） 協 会 全 体 の

渉 外 活 動 を 把 握 す る た め の 表 を 作 成 。 各 理 事 に 不 足 分 の 補 完 を お 願

い す る 。 → 承 認  
7 .平 成 1 9 年 度 第 2 回 認 定 作 業 療 法 士 審 査 結 果 に つ い て （ 荻 原 事 務

局 長 ） 更 新 申 請 5 名 、 新 規 3 名 に つ い て 審 査 し 認 定 し た 。 → 承 認  
8 .平 成 1 9 年 度 W F O T 認 定 審 査 結 果 に つ い て（ 佐 竹 W F O T 認 定 等 教

育 水 準 審 査 委 員 長 ）審 査 対 象 校 5 9 の う ち 、申 請 さ れ た 3 0 校 を 審 査

し 、 2 8 校 が 合 格 （ 継 続 1 4 校 、 新 設 校 5 校 、 未 認 定 9 校 ）。 → 承 認  
9 .そ の 他  
（ 荻 原 事 務 局 長 ） 3 名 の 死 亡 退 会 が 報 告 さ れ た 。 → 承 認  
Ⅱ 報 告 事 項  
1） 平 成 1 9 年 度 仮 決 算 に つ い て （ 石 塚 財 務 部 長 ） 1 月 3 0 日 で の 仮

決 算 の 結 果 、入 会 金 8 4 . 9 %、正 会 員 会 費 7 9 . 9 %と 低 目 で あ る 。各 部 ･

委 員 会 は 執 行 率 を 考 慮 さ れ た い 。  
2） 新 作 業 療 法 5 ヶ 年 戦 略 （ 案 ） 検 討 の 手 順 に つ い て （ 土 井 企 画 調

整 委 員 長 ） 理 事 に 要 旨 を メ ー ル 配 信 し 、 意 見 を い た だ い て い る が 、

な お 項 目 立 て の 是 非 、 中 身 の 精 査 等 が 必 要 と 思 わ れ る の で 、 各 理 事

に ヒ ヤ リ ン グ を お 願 い す る 。  
3） W F O T 世 界 会 議 誘 致 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 開 催 地 候 補 の 具

体 的 な 検 討 を 始 め た 。  
4）平 成 2 0 年 度 の 会 議 日 程 に つ い て（ 荻 原 事 務 局 長 ）三 役 会 、理 事

会 、 運 営 会 議 の 日 程 案 。  
5） 日 韓 作 業 療 法 士 交 流 セ ミ ナ ー に つ い て （ 杉 原 会 長 ） 2 月 1 7 日 協

会 事 務 所 に て 交 流 セ ミ ナ ー を 開 催 す る 。  
6）精 従 懇 の 事 務 局 引 き 受 け に つ い て（ 香 山 精 神 障 害 問 題 担 当 理 事 ）

精 従 懇 の 事 務 局 を 3 年 間 引 き 受 け る こ と と な る 。  
7） 渉 外 活 動 報 告  
1）楜 澤 精 神 障 害 問 題 担 当 理 事：2 月 5 日 厚 労 省 の 対 策 官 と の 交 渉 の

席 で の 「 作 業 療 法 の 開 催 場 所 の 指 導 が 統 一 さ れ て い な い 」 旨 の 質 問

に つ い て 、 電 話 回 答 が さ れ る 。  
8） そ の 他  
① 障 害 者 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 研 修 会 視 察 報 告（ 大 丸 保 健 福 祉 部 担 当 理

事 ） 参 加 者 は 少 な い が 、 O T が 障 害 者 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト に 関 与 し て

い く こ と は 重 要 な 課 題 で あ り 、 ア ン ケ ー ト の 結 果 で も 必 要 な 項 目 を

つ か ん で い る の で 、 回 数 を 1 回 に 絞 り 継 続 。  



② ｢作 業 療 法 と 障 害 者 マ ネ ジ メ ン ト ｣（ 機 関 誌 掲 載 原 稿 案 ）（ 大 丸 保

健 福 祉 部 担 当 理 事 ） 障 害 者 マ ネ ジ メ ン ト 研 修 会 の 要 約 を 、 会 員 に 役

立 つ 資 料 と し て 機 関 誌 に 載 せ る 方 向 で 学 術 部 と 調 整 。  
以 上  


